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気管支平滑筋収縮による咳嗽反応に於けるPGI2の役割
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【背景】モルモットにメサコリン（Mch）による気管支平滑筋収縮を誘導すると，咳嗽が
誘発され，同時に気管支肺胞洗浄（BAL）液中にProstaglandin I2（PGI2）代謝産物が増加
する。PGI2は気管支平滑筋収縮により誘発される咳嗽反応に何らかの役割を担っている
可能性がある。
【目的】PGI2が気管支平滑筋収縮により誘発される咳嗽反応に与える影響を検討した。
【方法】ナイーブモルモットを使用した。実験1：Mchを吸入させ，気管支平滑筋収縮を
誘導した後に，BALを行い，BAL液中のPGI2代謝産物の濃度を測定し，非収縮群と比較
した。実験2：3群（生食投与群，PGI2アナログ低用量投与群，PGI2アナログ高用量投与群）
にMchを吸入させ，気管支平滑筋収縮の程度と誘発咳嗽数を測定した。実験3：3群（生
食投与群，PGI2受容体（IP）アンタゴニスト低用量投与群，IPアンタゴニスト高用量投与群）
に実験2と同様の検討を行った。
【結果】PGI2アナログ高用量投与群では気管支平滑筋収縮による誘発咳嗽数は減少した。
一方，IPアンタゴニスト高用量投与群では，気管支平滑筋収縮による誘発咳嗽数が増加
した。
【考察】PGI2は，気管支平滑筋弛緩作用を持ち，気管支平滑筋収縮による咳嗽反応を抑制
することから，PGI2アナログが咳喘息の治療的診断や治療に有用である可能性がある。
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